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本レポートは、大日本印刷株式会社（以下、DNP）が提供する「DNP ノウハウ継承支援サービ

ス」について、その技術的基盤、市場での位置付け、そして戦略的価値を多角的に分析するも

のである。本サービスは、単なる技術製品ではなく、日本の企業社会が直面する労働力人口の

減少とそれに伴う知的資本の喪失という、経営上の根源的なリスクに対応するために設計され

た包括的なソリューションである。その核心は、ビジネスプロセス・リエンジニアリング

（BPR）、ビジネスプロセス・アウトソーシング（BPO）、そして Software as a Service
（SaaS）を融合させた独自のサービス提供モデルにある。このアプローチにより、DNP は単

にツールを提供するだけでなく、顧客企業の課題解決という「成果」そのものをデリバリーす

ることを目指している。 

技術的な観点からは、本サービスは DNP が長年の印刷事業で培った文書構造化の知見を応用

した独自の「ドキュメント構造化 AI」と、生成 AI の信頼性を担保する検索拡張生成

（Retrieval-Augmented Generation: RAG）のフレームワークを組み合わせることで、企業内に

散在する非構造化データを信頼性の高い知識資産へと転換する。このプロセス全体を DNP が

管理することにより、AI プロジェクトにおける最大の障壁である「入力データの品質」問題を

解決し、先行事例では 90%という高い回答精度を実現している 1。 

競合分析の結果、IBM、Microsoft 、Google といったグローバルなハイパースケーラーが提供

するプラットフォームは、基盤技術の性能や拡張性において優位性を持つものの、それらはあ

くまで開発者向けの「ツールキット」である。これに対し、DNP のサービスは、導入コンサル

ティングからデータ整備、継続的な運用支援までを一気通貫で提供する「マネージド・ソリュ

ーション」として明確に差別化されている。このモデルは、自社に大規模な AI 専門チームを持

たない、あるいはコア業務にリソースを集中させたいと考える多くの日本企業にとって、実装

のハードルを下げ、より確実な投資対効果（ROI）を期待させるものである。 

結論として、「DNP ノウハウ継承支援サービス」は、技術の先進性のみで競争するのではな



く、BPO を核とした高品質なデータ整備能力と、顧客の業務プロセスに深く踏み込むサービス

提供体制を組み合わせることで、独自の競争優位性を確立している。本レポートは、企業の知

的資本の維持・活用という戦略的課題に取り組む経営層および DX 推進責任者にとって、本サ

ービスの評価と導入検討における重要な判断材料を提供することを目的とする。 

 

1. 企業における記憶喪失の危機：AI によるノウハウ継承

の市場背景 
 

DNP の「DNP ノウハウ継承支援サービス」のようなソリューションが登場した背景には、単

なる技術的トレンドを超えた、日本企業が直面する深刻な構造的課題が存在する。本章では、

テクノロジーそのものではなく、それが解決を目指す根源的なビジネスおよび社会的問題を分

析し、市場の需要を牽引する要因を明らかにする。 

このサービスが直接のターゲットとするのは、「ノウハウ継承や人材不足」といった、多くの

企業にとって喫緊の経営課題である 3。これは IT 部門の一部門が抱えるニッチな問題ではな

く、取締役会レベルで議論されるべき戦略的リスクに他ならない。特に、日本の人口動態の変

化がこの問題に拍車をかけている。経済産業省が 2025 年に発表したレポートによれば、高齢

化の進展と専門技術者の退職により、国内の生産工程の技能者は 2040 年までに約 281 万人不

足すると予測されている 6。この数字は、単なる労働力不足を意味するのではない。それは、

長年にわたって企業内に蓄積され、競争力の源泉となってきた貴重な「暗黙知」が、文書化さ

れることなく永久に失われるというシステミック・リスクを示唆している。 

多くの企業において、ベテラン社員が持つ専門知識や経験に基づく判断、いわゆる「暗黙知」

は、マニュアルや文書として形式化されずに個人の内に留まっていることが多い。これらの知

識は、しばしば企業の競争力を支える核心的な要素である 3。しかし、これらの知識が個人の

退職と共に失われることは、組織的な記憶喪失、すなわち「コーポレート・アムネジア」を引

き起こす。この課題に対する本質的な解決策は、個々人に属人化した暗黙知を、組織全体で共

有・活用可能な「形式知」へと転換することである 7。この「形式知化」のプロセスこそが、

DNP のサービスが提供する根源的な価値提案となっている。 

この文脈で DNP のサービスを捉え直すと、同社は単に高性能な AI ツールを販売しているので

はなく、人口動態の変動と知識の断片化という不可避のリスクに対する一種の「組織的保険」

を提供していると言える。このサービスの成功は、退職していく世代が持つ、文書化されてい

ない専門知識、いわば「機械の中の幽霊」をいかに捕捉し、デジタルデータとして定着させら

れるかにかかっている。 



経済産業省のデータ 6 は外部からの脅威を、暗黙知の存在 7 は内部の脆弱性を、そしてベテラ

ン社員の退職 1 はそのリスクを顕在化させるトリガーイベントを示している。これらの連鎖が

もたらす最終的な結果は、企業の競争優位性の喪失である 3。したがって、DNP のサービス

は、この因果の連鎖に介入する戦略的な手段と位置づけられる。その投資対効果（ROI）は、

単なる業務効率の改善に留まらず、リスク軽減の観点から評価されるべきである。すなわち、

このようなシステムを導入しないことのコストとは、数十年にわたる組織の叡智が永久に失わ

れることの機会損失に等しい。この視点は、サービスの購入決定を単なる IT 経費から、事業継

続性を確保するための戦略的投資へと昇華させる。 

このことから、本サービスの主要なターゲット市場は、単に社内検索エンジンを改良したい企

業ではない。製造業、エンジニアリング、金融、製薬など、経験に基づく深い知識が主要な競

争資産であり、かつその知識が引退間近の世代に集中している組織こそが、このソリューショ

ンから最大の価値を引き出すことができるのである。 

 

2. DNP ソリューションの解剖：多層的なサービスアーキ

テクチャ 
 

本章では、「DNP ノウハウ継承支援サービス」を詳細に分解し、そのビジネスモデル、技術ス

タック、そして運用フレームワークを徹底的に分析する。これにより、DNP がどのようにして

企業のノウハウ継承という複雑な課題に取り組んでいるのかを明らかにする。 

 

2.1 価値提案：BPR、BPO、SaaS のシナジー 
 

DNP のサービスは、単一のテクノロジー提供に留まらず、ビジネスプロセス・リエンジニアリ

ング（BPR）、ビジネスプロセス・アウトソーシング（BPO）、そして Software as a Service
（SaaS）の 3 つの要素を組み合わせた「複合的なアプローチ」として明確に設計されている 
7。この統合モデルこそが、本サービスの競争優位性の源泉となっている。 

このモデルは、顧客に対して「一気通貫」のソリューションを提供する。まず BPRのフェーズ

では、コンサルティングを通じて情報の活用目的を明確化し、ノウハウ継承の全体設計を行う 
7。次に BPO のフェーズでは、紙媒体の文書電子化や、後述する独自の AI 技術を用いたデータ

構造化といった、労働集約的で専門性が求められる作業を DNP が代行する 7。そして最終的

に、SaaS の形態で提供される AI 搭載のチャットボットなどを通じて、整備された知識資産へ



のアクセスを可能にする 1。 

特筆すべきは、DNP がこのサービス設計の基盤として、自社内で長年培ってきた「ノウハウ継

承の実践知」を活用している点である 1。熟練技術者へのインタビューやワークショップを通じ

て、どのような形式で知識を言語化すれば効果的に伝承できるかを検証しており、自らが最初

のユーザーとしてサービスを磨き上げてきたという事実は、その実用性と信頼性を裏付けてい

る。 

BPR と BPO のコンポーネントは、単なる付加サービスではなく、本サービスの戦略的な「堀

（Moat）」として機能している。エンタープライズ AI プロジェクトにおける最大の失敗要因

は、しばしば入力データの品質の低さ、いわゆる「Garbage  In, Garbage  Out」問題に起因す

る。DNP は、物理的な文書から AI が利用可能な形式のデータに至るまでの全データパイプラ

インを自社の管理下に置くことで、この根本的な課題に正面から取り組んでいる。多くの AI プ
ラットフォームベンダー（例えば Google や Microsoft）は、強力なツールを提供する一方で、

データの前処理という最も困難な作業を顧客側に委ねる傾向がある。これは、企業が AI 導入を

躊躇する大きな要因となっている。 

DNP のモデル 7 は、この障壁をサービス提供者側が吸収する構造になっている。BPR フェーズ

でデータの「目的」を明確にすること 7 で、単なるデータの電子化に終わり、活用されない

「データレイク」の構築を防ぐ。BPO フェーズでは、労多くして専門性が求められるデータ変

換プロセスを実行する 7。最終的に提供される SaaS コンポーネントは、この綿密にキュレーシ

ョンされた知識基盤へのインターフェースに過ぎない。この垂直統合されたサービススタック

は、ハイパースケーラーが提供する「DIY（Do- It- Yourse lf）」モデルに対する明確なカウンタ

ー・ポジショニングとなっている。 

 

2.2 技術的中核：DNP の「ドキュメント構造化 AI」 
 

本サービスの技術的な心臓部を成すのが、DNP が独自に開発した「DNP ドキュメント構造化

AI」である 8。この技術は、企業内に散在する PDF、Word、PowerPoint といった非構造化・

半構造化文書を、生成 AI が最も理解しやすい形式、すなわち構造化データへと変換する役割を

担う 2。 

その主要な機能は、高度なレイアウト解析能力にある。AI が文書のレイアウトを自動で認識

し、タイトル、本文、図、表、キャプションといった構成要素ごとにテキストや画像を正確に

分割・タグ付けする 2。これにより、単なるテキストの羅列ではなく、文書が持つ本来の文脈

や意味的構造を保持したままデータ化することが可能となる。このプロセスを経て生成された

データは「AI-Ready Data」と呼ばれ、後段の生成 AI が情報を正確に解釈するための強固な基



盤となる 10。 

しかし、本技術の最も重要な特徴は、AI の自動処理能力だけに依存しない点にある。DNP
は、「AI と人によるハイブリッド体制」を明確に打ち出している 8。例えば、複雑に結合され

た表のセルや、AI だけでは意味の解釈が困難なフローチャート、読み取りにくい手書き文字な

ど、現状の AI 技術の限界を超えるケースに対しては、構造化の知見を持つ専門のオペレーター

が最終的なチェックと補正作業を行う 8。 

さらに、この AI モデルは一度構築して終わりではない。顧客企業ごとの文書の特性や独自のル

ール、特有のレイアウト構造を継続的に学習し、その企業専用の「専用認識モデル」として進

化していく 8。これにより、導入後の運用を通じて、認識精度はさらに向上していくことが期

待される。 

この技術的アプローチは、DNP が自社の歴史的資産を収益化している事例と言える。1 世紀以

上にわたる印刷事業を通じて培われた、文書レイアウトに関する深い理解とノウハウ 8 が、今

や AI モデルの中にエンコードされているのである。印刷会社がなぜ AI に強いのか、という問

いに対する答えはここにある。高品質な印刷物は、常に文書の論理的・意味的構造（何が見出

しで、何が本文で、図表がテキストとどう関連するのか）を正確に理解することから生まれ

る。DNP はこの問題を 10 0 年以上にわたって解き続けてきた 8。その蓄積された知見が、「ド

キュメント構造化 AI」という形でデジタル化されたのだ。 

そして、「AI＋人」のハイブリッドモデル 10  は、技術的な弱さの露呈ではなく、むしろエンタ

ープライズ領域における品質保証への強いコミットメントを示すものだ。これは、現行 AI の限

界を正直に認め、それに対する現実的かつ効果的な解決策を提示するアプローチであり、

10 0 %自動化されているが精度が 85%かもしれないソリューションよりも、リスク回避を重視

する企業購買担当者にとってはるかに魅力的に映る。この実用主義的なハイブリッドアプロー

チは、DNP の強力な差別化要因となっている。 

 

2.3 RAG による高忠実度な応答の実現 
 

DNP のサービスは、生成 AI の回答精度と信頼性を確保するために、検索拡張生成（Retrieval-
Augmented Generation: RAG）技術を全面的に採用している 1。RAG は、生成 AI が回答を生成

する前に、まず信頼できる情報源（この場合は前工程で構造化された社内文書データベース）

を検索し、その検索結果に基づいて回答を生成する仕組みである。 

このアーキテクチャは、生成 AI が企業で導入される際の最大の懸念事項である「ハルシネーシ

ョン（もっともらしい嘘の情報を生成する現象）」に対する直接的な対策となる 12。AI に自由



な創作を許すのではなく、信頼できる社内データという「根拠」に基づいて回答することを強

制することで、事実に基づかない情報の生成を劇的に抑制し、回答の正確性を大幅に向上させ

ることができる。 

このアプローチの有効性を証明するフラッグシップ事例が、一般社団法人日本自動車工業会

（自工会）および一般社団法人日本自動車部品工業会（部工会）への導入プロジェクトであ

る。このプロジェクトでは、自動車業界全体で遵守すべき複雑な「自動車産業サイバーセキュ

リティガイドライン」に関する多様な問い合わせに対応するシステムを構築し、90 %という極

めて高い回答精度を達成したと報告されている 1。 

この「90 %」という数字は、単に大規模言語モデル（LLM）の性能を示すものではない。それ

は、前節で述べたデータ構造化プロセスの品質がもたらした必然的な結果である。高品質な

RAG は、高品質な情報検索（Retrieval）なくしては成立しない。そして、高品質な検索は、ソ

ースとなるデータが正確に構造化され、適切な単位（チャンク）に分割されていなければ不可

能である。自工会の事例は、LLM のデモンストレーションである以上に、DNP が提供するデ

ータ準備から回答生成に至るまでの一貫したエンド・ツー・エンドのデータパイプライン全体

の有効性を検証したものである。 

そのメカニズムを考えると、ユーザーからの質問はまず RAG システムによって検索クエリに

変換される。次に、構造化された文書から生成されたベクトルデータベースが検索される。も

し、この最初の段階で文書の構造化に失敗していれば（例えば、表が単なるテキストブロック

として誤認識されていれば）、検索システムは無関係な情報を取得してしまう。LLM は、その

誤った情報に基づいて「正しく」回答を生成するため、結果として巧妙な失敗が生まれる。

90 %の回答精度 1 ということは、10 回中 9 回のケースで、最初の検索ステップがサイバーセ

キュリティガイドラインの中から「正しい」情報の断片を取得できていることを意味する。こ

の高い検索成功率は、DNP の「ドキュメント構造化 AI」と専門オペレーターによる人手での補

正 8 が、前処理段階でその役割を適切に果たしたからこそ達成可能となったのである。つま

り、回答精度は、データ品質の遅行指標なのだ。 

なお、DNP のプレスリリースでは自工会/部工会の成功事例が大きく取り上げられているが、

自工会自身の公式ウェブサイトを調査したところ、このパートナーシップに関する公式発表は

見当たらなかった 15。これは、このシステムが一般公開用ではなく、会員向けや内部利用を目

的として導入された可能性を示唆している。エンタープライズ向けソリューションでは一般的

な展開形態であるが、導入の文脈を理解する上で有益な情報である。 

 

2.4 商用フレームワークと導入プロセス 
 



DNP は、サービスの提供にあたり、導入後の継続的な運用支援体制を重視している。これに

は、月次の利用状況レポートの提出、FAQ データの最適化提案、そして AI の継続的なチュー

ニングなどが含まれる 1。これにより、システムは導入後も陳腐化することなく、利用状況に応

じて進化し続けることが可能となる。 

「DNP ノウハウ継承支援サービス」全体の価格体系は公開されていない。しかし、関連サービ

スである「DNP ドキュメント構造化 AI チャットボット」の価格設定が、そのモデルを理解す

る上で重要な手がかりとなる。このチャットボットの価格は、ユーザー数に応じた月額の継続

課金（1 ユーザーあたり 5,0 0 0 円から）と、導入時に必要となる文書の構造化作業に対する別

途見積もりの初期費用という二つの要素で構成されている 11。 

この価格モデルから、より包括的な「ノウハウ継承支援サービス」も同様に、初期のデータ整

備にかかる高付加価値な作業（BPO）に対してプロジェクトベースのまとまった投資が必要と

なり、その後のシステム利用（SaaS）に対して月額の運用費用が発生する構造であると推察さ

れる。これは、エンタープライズ向けのソフトウェアおよびサービスにおける典型的なモデル

であり、価値とコストを整合させる合理的なアプローチである。 

導入プロセスは、明確なコンサルティング・アプローチに沿って進められる。まず第一に「情

報活用の目的を明確にする」こと。次に「情報を活用できる形に変換する」こと。そして最後

に、文書の電子化や暗黙知の形式知化を通じて「情報の量を増やす」ことである 7。この体系

的なプロセスは、技術導入ありきではなく、ビジネス課題の解決を起点としていることを示し

ている。 

この価格モデルと導入プロセスが示唆するのは、本サービスが単純なソフトウェア購入ではな

く、経営層のコミットメントを必要とする戦略的イニシアチブであるということだ。チャット

ボットの価格体系 11 は、変動する運用コスト（ユーザー数/月）と固定の実装コスト（構造化作

業）という 2 つのコスト要素を示している。ノウハウ継承サービス本体は、これをより大規模

にしたものになると考えられ、潜在的な顧客は、単なる運用経費（OPEX）ではなく、相当規

模のプロジェクトベースの設備投資（CAPEX）を予算化する必要がある。これは、本サービス

が部門レベルでのソフトウェア購入ではなく、全社的な変革プロジェクトとして位置づけられ

るべきであることを意味する。DNP が 20 26 年度までに累計 10 0 件の採用を目指しているこ

と 2 も、同社が大規模なエンタープライズ案件をターゲットにしていることを裏付けている。 

 

3. 競合環境：エンタープライズ AI 市場における DNP の

位置付け 
 



本章では、国内外の主要な競合プレイヤーとの比較を通じて、エンタープライズ AI 市場におけ

る DNP の戦略的な位置付けを評価する。分析にあたっては、DNP と同様に統合ソリューショ

ンを提供する国内ベンダーと、基盤技術を提供するグローバルなプラットフォーム・プロバイ

ダーを区別して考察する。 

 

3.1 国内市場：日本の大手 IT ベンダーとの比較 
 

国内のエンタープライズ AI 市場では、富士通や NEC といった大手 IT ベンダーが強力な競合

となる。これらの企業は、DNP と同様に「コンサルティング主導のソリューション提供」モデ

ルを採用しており、日本企業のニーズに深く精通している。 

● 富士通: 同社はナレッジマネジメント基盤「Know-Flow DX」を提供している 16。このソリ

ューションも AI を活用した自然言語検索、Q&A 支援、既存文書からの FAQ 自動生成と

いった機能を備えている。また、コンサルティングを含むサービスモデルや、月額課金制

の価格体系（プレミアムプランで月額 131万円など）も DNP と類似している 16。さら

に、同社の AI サービスブランド「Fujitsu Kozuchi」の下で、ナレッジグラフと LLM を融

合させる先進技術の開発にも着手しており、技術力の向上にも注力している 17。 
● NEC: NEC は、製品の設計文書や顧客クレーム情報など、製品ライフサイクル全体で発生

する自然言語情報の活用に特化した「AI ナレッジマイニングサービス」を展開している 
18。同社は独自開発の LLM「cotomi 」を保有しており、これを活用したソリューション提

供を強みとしている 19。NEC もまた、コンサルティングからシステム実装までを一気通貫

で支援するフルサービスモデルを強調しており、RAG を活用したノウハウ継承システムの

開発実績もある 20。 

これらの国内大手ベンダーとの競争は熾烈であり、各社ともに同様の「コンサルティング主導

型ソリューション」モデルで市場にアプローチしている。その中で DNP が持つ独自の差別化

要因は、その出自である印刷事業に根差した「文書そのもの」に対する深い専門性にある。

NEC が製造業のプロセスデータに強みを持ち 18、富士通が IT サービスマネジメントの領域で

実績を積んできた 16 のに対し、DNP の核心的競争力は、複雑な半構造化文書の高忠実度な処理

能力にある。 

DNP、富士通、NEC の 3 社は、日本の大企業が既製品のツールを組み合わせて自社でシステム

を構築するよりも、完成されたソリューションを購入することを好む傾向があることを熟知し

ている。そのため、3 社ともコンサルティング、テクノロジー、そして運用サポートを組み合

わせたパッケージを提供している。差別化のために、各社は自社の伝統的な強みを拠り所にし

ている。NEC の歴史は通信とシステムインテグレーションにあり、製品ライフサイクルやネッ

トワークデータに焦点を当てている 18。富士通のバックグラウンドはメインフレームと IT サー



ビスであり、それは「Systemwalke r」というブランド名やヘルプデスク/IT 運用への注力に反

映されている 16。そして DNP の歴史は印刷業であり、そのユニークな強みは物理的およびデジ

タルな「文書」そのものにある 8。したがって、顧客が DNP を選択するのは、課題の核心が、

膨大で複雑な既存文書のライブラリから知識を抽出することにある場合である。 

 

3.2 グローバル・ハイパースケーラー：プラットフォームとしての能力比

較 
 

DNP のサービスが直面するもう一つの競争軸は、IBM、Microsoft 、Google といったグローバ

ルなクラウドベンダー（ハイパースケーラー）が提供する AI プラットフォームである。これら

のプラットフォームは、DNP のソリューションが内包する技術要素を、より強力かつスケーラ

ブルな形で提供している。 

● IBM Watson Discovery : 自然言語処理（NLP）による情報抽出（エンリッチメント）や、

PDF や Word といった複雑な文書から表やテキストを解析する「Smart Document 
Understanding (SDU)」機能に強みを持つ、成熟した「インサイト・エンジン」である 
22。DNP が提供する基盤技術の直接的な競合プラットフォームと言える。 

● Microsoft Azure AI Search : 非構造化データから構造を抽出する「AI エンリッチメン

ト」のためのコグニティブ・スキル、ベクトル検索、そしてキーワード検索とベクトル検

索を組み合わせたハイブリッド検索をネイティブでサポートする強力なプラットフォーム

サービスである 26。カスタムの RAG アプリケーションを構築するための理想的な基盤を

提供する。 
● Google Cloud Vertex AI Search : Google のコア検索技術を基盤とし、すぐに使える

「out -of - the-box」の RAG システム、セマンティック検索、そして文書処理のための

Document AI との統合を提供する 30。開発者が自社のデータを用いて迅速に検索・対話 AI
アプリケーションを構築できるよう設計されている。 

これらのハイパースケーラーは、技術プラットフォームとして、より強力で、拡張性が高く、

クエリ単価などの従量課金ベースで見れば潜在的に安価な選択肢を提供する。しかし、これら

はあくまで「ツールキット」であり、「ソリューション」ではない。ハイパースケーラーのプ

ラットフォームを基盤としたソリューションを構築・運用するためには、データパイプライン

の設計、AI モデルの設定、アプリケーションの開発、そして継続的なメンテナンスを行うため

の、相当規模の社内エンジニアリングリソース、あるいは外部のシステムインテグレーターへ

の投資が別途必要となる。 

ここにおいて、DNP の価値提案が明確になる。DNP のサービスの提示価格は一見すると高額

かもしれないが、それは実装にかかる内部工数や専門人材の確保といった隠れたコストを含ん



だ総所有コスト（TCO）として評価されるべきである。DNP は、顧客企業が自社の貴重なエン

ジニアリング人材を、より事業の核心に近い課題に再配置することを可能にする。多くの日本

企業にとって、自社で AI システムを「構築（Build）」する道（例：Azure  AI Search 27 を利

用）よりも、DNP のような専門ベンダーに委託して完成されたソリューションを「購入

（Buy）」する道 7 の方が、より現実的で戦略的に賢明な選択となり得る。DNP は、この

「Build vs. Buy」の選択において、後者を選ぶ企業をターゲットとしているのである。 

 

エンタープライズナレッジ AI 機能・サービスモデル比較 
 

特徴/比較軸 DNP ノウハウ

継承支援サー

ビス 

IBM Watson 
Discovery  

Microsoft 
Azure AI 
Search  

Google Cloud 
Vertex AI 
Search  

コアサービス

モデル 
マネージド・

エンドツーエ

ンド・ソリュ

ーション 

PaaS / APIツ
ールキット 

PaaS / APIツ
ールキット 

PaaS / APIツ
ールキット 

データ取込・

構造化 
AI と人手によ

る BPO サービ

スとして提供 

顧客が SDU 機

能等を使いセ

ルフサービス

で実施 

顧客が AI エン

リッチメント

機能を使いセ

ルフサービス

で実施 

顧客が

Document AI
等を使いセル

フサービスで

実施 

RAG / 回答生

成 
マネージドサ

ービスに統合

済み 

開発者が API
を組み合わせ

て実装 

開発者がプラ

ットフォーム

機能を利用し

て実装 

すぐに使える

RAG システム

として提供

（開発者によ

るカスタムも

可能） 

主要ターゲッ

トユーザー 
事業部門の管

理者、DX 推進

社内の AI/ML
エンジニア、

社内の AI/ML
エンジニア、

社内の AI/ML
エンジニア、



担当者 データサイエ

ンティスト 
ソフトウェア

開発者 
ソフトウェア

開発者 

価格モデル 初期実装費用

（プロジェク

トベース）＋

月額 SaaS ラ

イセンス料

（ユーザー単

位） 

従量課金制

（処理文書

数、クエリ数

など） 

従量課金制

（サービスユ

ニット、スト

レージ容量な

ど） 

従量課金制

（クエリ数、

インデックス

容量など） 

主要な差別化

要因 
「実践知」に

基づく BPO 統

合と手厚い運

用支援による

品質保証 

成熟した NLP
エンリッチメ

ント機能群 

強力なベクト

ル/ハイブリッ

ド検索と Azure
エコシステム

連携 

Google の検索

技術に基づく

高品質なセマ

ンティック検

索と RAG 機能 

 

4. 戦略的評価と推奨事項 
 

本最終章では、これまでの分析を統合し、「DNP ノウハウ継承支援サービス」の戦略的価値に

ついて結論を述べるとともに、導入を検討する企業に対する実用的な指針を提示する。 

 

4.1 DNP の差別化優位性：「実践知」という堀 
 

DNP の真の競争優位性は、個別の AI モデルの性能ではなく、以下の 3 つの独自資産を統合し

た点にある。 

1. 深いドメイン専門性: DNP は、長年の印刷・出版事業を通じて蓄積してきた文書ハンドリ

ングに関する膨大な「実践知」を有している 1。これは、AI プロジェクトの成否を分ける

データ準備段階において、他社が容易に模倣できない強力なアドバンテージとなる。 
2. 統合されたサービスデリバリー: BPR-BPO-SaaS をシームレスに連携させたサービスモデ

ル 7 は、顧客にとって AI 導入の最大のリスクであるデータ品質問題を解決し、プロジェ



クトの成功確率を大幅に高める。 
3. 実用主義的なハイブリッドアプローチ: AI の能力を最大限に活用しつつも、その限界を直

視し、専門オペレーターによる人手の介入を品質保証の仕組みとして組み込んでいる 8。
このアプローチは、技術的な純粋さよりも現実世界での精度を重視する姿勢の表れであ

り、リスクに敏感なエンタープライズ顧客からの信頼を獲得する上で極めて重要である。 

これらの要素が組み合わさることで、DNP は単なるテクノロジーベンダーではなく、企業の知

的資産管理という経営課題に対する信頼できるパートナーとしての地位を築いている。 

 

4.2 潜在的な障壁とリスク 
 

本サービスは強力な価値提案を持つ一方で、導入を検討する企業は以下の潜在的な課題とリス

クを慎重に評価する必要がある。 

● コストとベンダーロックイン: 初期のデータ構造化作業には相当な投資が必要となる可能

性があり、これが導入の障壁となる場合がある。また、構造化されたデータが DNP 独自

のフォーマットで生成される場合、サービス解約後に他システムでそのデータを活用する

ことが困難になり、実質的なベンダーロックインにつながるリスクを考慮する必要があ

る。 
● 拡張性とパフォーマンス: DNP のインフラは、その目的のためには十分な性能を持つと考

えられるが、Google や Microsoft が提供するグローバル規模のプラットフォームが持つ

圧倒的な拡張性や処理性能には及ばない可能性がある。数十億件の文書を対象とする、あ

るいは世界規模でミリ秒単位の応答速度が求められるような超大規模なユースケースにお

いては、ハイパースケーラーのプラットフォームがより適している場合がある。 
● 技術革新のペース: LLM を含む生成 AI の分野は、爆発的なスピードで進化している。DNP

が、数十億ドル規模の研究開発予算を持つグローバルな巨大 IT 企業と同等のペースで、

基盤モデルや関連機能を最先端に保ち続けることは大きな挑戦となる。同社の戦略は、最

先端技術の「ファスト・フォロワー」であり続け、技術そのものではなく、その統合とサ

ービス品質で競争することになるだろう。 
● セキュリティとガバナンス: DNP は高いセキュリティ基準を維持していると見られるが 

8、顧客企業は、自社の機密性の高い知的資産が、DNP の BPO プロセス（特に人手による

レビュー工程）やクラウド環境において、どのように取り扱われ、保管され、保護される

のかについて、厳格なデューデリジェンスを実施する必要がある。 

 

4.3 導入検討企業へのガイド 



 

以上の分析を踏まえ、本サービスの導入を検討する企業に対して、以下の推奨事項を提示す

る。 

● 理想的な顧客プロファイル: 
本サービスが最も適しているのは、製造業、法務、金融サービス、製薬といった、文書集

約型の業種に属する大企業である。特に、以下のような特徴を持つ企業にとって、その価

値は最大化される。 
○ 価値の高い知識が、非構造化文書の形で膨大にアーカイブされている。 
○ 専門知識を持つベテラン社員の大量退職が目前に迫っている。 
○ 社内に大規模な専任の AI/ML エンジニアリングチームを保有していない、または保有

していてもより戦略的な領域に集中させたいと考えている。 
● 調達時に確認すべき主要な質問事項: 

1. データの所有権とポータビリティ: 構造化されたデータの出力フォーマットは何か？ 
サービス解約後、そのデータをエクスポートし、他のシステムで利用することは可能

か？ 
2. SLA と精度保証: 自工会の事例で示された 90 %の回答精度は、SLA（Service  Leve l 

Agreement）として保証されるものか、それともベストケースの結果か？ 精度の測定

方法とレポーティングの仕組みはどうなっているか？ 
3. セキュリティとデータハンドリング: 我々のデータはどこで処理・保管されるのか？ 

BPO プロセス（人手によるレビュー）における具体的なセキュリティ管理策は何か？ 
4. モデルの更新と将来性: より新しく強力な基盤モデルが登場した際、それをサービス

に取り込むためのロードマップはどうなっているか？ 
● 導入に向けた社内準備: 

DNP との協議を開始する前に、まず社内でナレッジ監査を実施し、最も重要かつ喪失リス

クの高い知識ドメインを特定すべきである。また、本プロジェクトは単なるソフトウェア

導入ではなく、戦略的な変革プロジェクトであるため、経営層の強力なスポンサーシップ

を確保することが不可欠である。プロジェクトの成功は、DNP との強固なパートナーシッ

プと、新しい能力を最大限に活用するために既存の社内プロセスを再設計する（BPR）意

欲にかかっている。 
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